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『三鷹市自治体経営白書2018』を
発行しました	 2面

三鷹市職員を募集しています	 3面

平成30年7月豪雨の被災地支援	 3面

三鷹市民駅伝大会参加チーム募集	 5面

ジョギングパトロールに
ご協力いただける方を募集します	 5面

市からのお知らせ	 11面から
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市長コラム

三
鷹
市
長

戦
争
の「
記
憶
」と「
記
録
」か
ら

平
和
を
願
う
夏

　
7
月
か
ら
記
録
的
な
猛
暑
の
日
々
が
続
い
て
い
ま
す
。

心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
7
月
に
は
豪
雨
に
よ
り
、
西
日
本
を
中
心
に
２
０
０
人

を
超
す
尊
い
命
が
失
わ
れ
、
多
く
の
被
災
者
が
避
難
所
で

の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
心
か
ら
哀
悼
の
意

を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。　

　
東
京
都
が
倉
敷
市
を
支
援
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、
私
は

7
月
15
日
に
倉
敷
市
役
所
と
隣
の
総
社
市
役
所
を
訪
問
し

ま
し
た
。
両
市
長
に
義
援
金
を
手
渡
し
、
倉
敷
市
の
避
難
所

や
総
社
市
の
被
災
地
を
訪
問
し
て
被
災
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
様
の
生
の
声
を
傾
聴
し
、
猛
暑
の
中
の
対
策
の
困

難
さ
と
創
意
工
夫
の
必
要
性
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
7
月
9
日
に
は
倉
敷
市
に
水
や
食
料
等
を
届
け
て
い
ま

す
が
、
今
後
は
被
災
地
の
実
情
に
応
じ
た
義
援
金
が
重
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
7
月
26
日
に
Ｊ
Ｒ
三
鷹
駅
前
で
市
民

の
皆
様
と
募
金
活
動
を
行
い
ま
し
た（
3
面
参
照
）。

　
さ
て
、私
た
ち
の
暮
ら
し
に
と
っ
て
、掛
け
替
え
の
な
い

基
盤
は
平
和
で
あ
る
こ
と
で
す
。『
三
鷹
市
基
本
構
想
』に

は
、「
平
和
の
希
求
」「
人
権
の
尊
重
」「
自
治
の
実
現
」が
市

政
の
基
本
理
念
と
し
て
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
は

１
９
６
０
年
に『
世
界
連
邦
都
市
宣
言
』を
、１
９
８
２
年
に

『
三
鷹
市
非
核
都
市
宣
言
』を
、
１
９
９
２
年
に
は『
三
鷹
市

に
お
け
る
平
和
施
策
の
推
進
に
関
す
る
条
例
』を
定
め
、
総

合
的
に
平
和
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
戦
後
73
年
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
戦
争
の「
記
憶
」で

す
。
そ
こ
で
市
で
は
、
市
民
の
皆
様
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い

た
戦
争
関
連
資
料
の
一
部
を
、
市
役
所
3
階
に「
み
た
か
平

和
資
料
コ
ー
ナ
ー
」（
写
真
）と
し
て
展
示
す
る
と
と
も
に
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
特
設
サ
イ
ト「
み
た
か
デ
ジ
タ
ル
平
和
資

料
館
」で
１
１
４
点
の
戦
争
関
連
資
料
と
延
べ
31
人
の
皆
様

の
戦
争
体
験
談
を「
記
録
」と
し
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
毎
年
8
月
15
日
に
は
、
市
民
の
皆
様
と
ご
一
緒
に「
戦
没

者
追
悼
式
並
び
に
平
和
祈
念
式
典
」を
、「
世
代
を
こ
え
て

平
和
を
考
え
る
日
」と
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
が

戦
争
の「
記
憶
」を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
に
、「
記
録
」を
残

し
共
有
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
折
々
に
平
和
に
つ
い

て
考
え
、
語
り
合
う
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

4月に開設した「みたか平和資料
コーナー」の前で

ケーブルテレビの広報番
組「みる・みる・三鷹」では

「市長のひとことコーナー」
を放送しています（放送時
間は12面参照）。

市長の　　　　 コーナーひと
　こと

8 月 は 平 和 強 調 月 間

市の平和事業への
ご支援をお願いします

　市では、今年7〜9月の3カ月間を「平和事業特別
PR期間」とし、 ふるさと納税の一環として平和事業
の推進のための寄付を募集しています。ご寄付いた
だいた方には、下記の特典をご用意しています。

9月30日㈰まで
◆特典（返礼品）
◇5千円〜1万円未満……平和カレンダー（3面参照。

12月発行予定）
◇1万円以上………………平和カレンダーと書籍『い

ま語り伝えたいこと─三鷹戦時下の体験』
※詳しくは、市ホームページ「ふるさと納税特設サイ

ト」 http://www.city.mitaka.tokyo.jp/furusa 
to_nouzei/をご覧ください。

月～金曜日午前8時30分～午後5時（祝日を除く）　 市役所3階

同コーナーの展示品から─元陸軍大尉の遺品が伝える激戦の島の記録
　故・小尾靖夫（おび・やすお）さんのご遺族から寄贈された数々の遺品は、生々しい戦争の痕跡を
今に伝えています。太平洋戦争当時、多くの餓死者を出したことから「餓島（がとう）」とも呼ばれた
ガダルカナル島で、小尾さんが日記に書き記した「人間の限界」には、次のような一節があります。
　「立つことの出来る人間は…寿命30日間」「寝たり起きられない人間は…1週間」「またたきしな
くなったものは…明日」（一部抜粋）。
　展示品には「人間の限界」が掲載された書籍もあり、複写を閲覧できます。

「人間の限界」が掲載された
書籍『青年士官の戦史』

　同サイトでは、戦争体験談の映像や戦争関連資料、市の平和事業などを
紹介しています。今後、記録・資料の一層の充実を図るため、体験談や資
料をご提供くださる方を随時募集しています。

http://www.city.mitaka.tokyo.jp/heiwa/
※ご提供いただいた資料は、写真撮影後に返却します。

特設サイト「みたかデジタル平和資料館」もご覧ください

「みたか平和資料コーナー」のご案内

戦没者追悼式並びに平和祈念式典 
8月15日㈬午前10時15分～午後0時10分ごろ

（9時50分開場）
三鷹市公会堂光のホール

　戦争で犠牲になられた方々のご冥福を祈り、
平和を願う式典です。
◆式典の内容　献花、追悼と平和祈念のことば、
いま語り伝えたいこと（三鷹市遺族会ほか）、コー
ラス（三小合唱団）、黙とう
※ロビーにて、どなたでも献花ができます（午前

10時35分～午後4時）。

平和アニメ上映会『この世界の片隅に』
8月15日午後1時30分～3時40分（1時10分開場）
三鷹市公会堂光のホール

　昭和19（1944）年、18歳のすずは軍港の
街・呉へと嫁ぎます。食糧難や空襲など、
戦争が暗い影を落とす中でも工夫を凝らし
て懸命に生きた一人の女性と、周囲の人々
の生活を丹念に描き話題を呼んだ作品です

（監督・脚本：片渕須直／2016年公開／第
40回日本アカデミー賞最優秀アニメーショ
ン作品賞ほか受賞多数）。

平和展
「沖縄県平和祈念資料館

写真パネル」展
「長崎原爆資料館写真パネル」展

8月31日㈮までの平日午前8時30分～
午後5時

市役所1階市民ホール
　太平洋戦争において、日本で唯一地上戦
が行われた沖縄の当時の様子と、長崎の原
爆被害の実態をパネル写真で展示します。©こうの史代・双葉社／

『この世界の片隅に』製作委員会

戦争を知る
平和を考える

　市では8月の平和強調月間に、戦争の記憶を後世に伝え、平和の尊さを再認識するた
めの各種事業や催しを行います。また、今年4月に新設した「みたか平和資料コーナー」
では、市民の方から寄贈された戦争関連資料などを常設展示しています（写真）。
　戦争を知らない世代が大半となった今、戦争の悲惨さを心に刻み、恒久平和への願
いを新たにする機会として、ぜひ足をお運びください。　　 企画経営課☎内線2115 同コーナー展示品より、

市に寄贈された出征旗

市役所3階議場棟前に開設した
みたか平和資料コーナー

みたか平和のつどい── 8月15日は世代をこえて平和を考える日 3面関連記事も併せてご覧ください。


